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使いはじめや自動製氷をしばらく使用していなかったときに。

貯氷ケースを空にするタオルなどを敷き、製氷室ドアを閉める

ピーッと鳴りランプが消えたら、ゆっくり製氷室を開ける
貯氷ケースをはずし、タオルを取り出す

水を入れセットする

● 清掃後、貯氷ケースに排水されます。
● 1回の清掃での排水量は、設定されている氷のサイズにより異なります。
● (ご購入時は標準)標準  : 100mL   大  : 230mL

準備するもの : タオル1枚　　

製氷皿清掃

終
了
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満水位置

満水
位置

● タオルは満氷線より高く入れない。(動作不良の原因)ご注意

● 終了後は、元の製氷モードに戻ります。

氷の白い部分・浮遊物・白い粉
● 水に含まれるミネラル成分が、凍るときに固まり、
　白くなることがあります。ミネラル成分は、凍る
　と一部水に溶けない状態に変化するため、氷が溶
　けると白い浮遊物が残ったり、貯氷ケースに白い
　粉が残ることがありますが、害はありません。
● ミネラル成分が多いと発生しやすくなります。

(硬度100mg/L以上の水など) 
水道水も地域によってミネラル成分の量は異なり

　ます。

                 約56～72個(約112～128個)

             約32～48個(約48～64個)

標　準
大

手
前

● (   )内は、できた氷を手前に寄せ、製氷を
　続けたとき

満氷 満氷

検知レバーが氷の量を調べます。満氷時は製氷を停止し、
氷が少なくなる
と製氷を再開し
ます。

●貯氷コーナーにシャベルや食品を入れない。
誤って満氷と検知します。またケースが引き出せ
なくなったり、検知レバー破損の原因になります。

検知レバー

(貯氷ケース内側
に線があります)シャベル

満氷線

氷の落ちかたや給水量のばらつき、通常サイズと
大サイズの混在により、下記個数は変わります。

ご注意

タオル

貯氷ケース

貯氷ケース

製氷皿やパイプを水洗いします(はずして水洗い　　できません)

通常よりも速く氷がほしいときに。
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製氷皿

貯氷ケース

給水タンク

氷を落とす

氷は2種類の
形状があります。

(約1.0L)

(約100ｍL/回、
 大サイズは
 約230ｍL/回)

(約８個/回)

浄水フィルター
水道水のカルキを抑えます。

1
｢冷凍/製氷｣ボタンで
｢おいそぎ製氷｣を選ぶ

●3回製氷後に自動終了。(通常の製氷に戻ります）貯氷ケースが満氷のときは、約1時間で戻ります。
●途中で中止する場合は、ボタンを押す。(全ランプ消灯)

1回(約8個)の製氷時間※1

約1時間20分
約2時間

氷サイズ

●製氷停止中は、受け付けません。(おいそぎ製氷中に製氷を停止させると、おいそぎ製氷も終了します)
●おいそぎ冷凍・タイマー冷凍とは、同時に設定できません。
●製氷時間が上表より長くなることがあります。(13ページ)

※1  

お知らせ

貯氷量

知っておいていただきたいこと満氷検知について

貯氷コーナー

通常

大

点灯

ボタンを押すごとにランプは次のように変わります。

おいそぎ冷凍 タイマー冷凍

全ランプ消灯

点灯

おいそぎ製氷

点灯

水を送る

庫内のラベルに使用開始日を
記入できます。
交換時期(17ページ)

製氷のしくみ

周囲温度32℃・温度調節｢中｣・節電25｢切｣・新鮮冷凍｢切｣で、
庫内が十分に冷えた状態でドア開閉なしのときの目安。

ピッ

点灯

ピッ、…ピーッ

｢製氷皿清掃｣ボタンを3秒以上押す

点滅を確認したら
冷蔵室ドアを閉める

3秒

(最初にピッと鳴るが、２回目のピーッが鳴るまで押し続ける)

ご注意 ● 動作中は、製氷室ドアを開けない。

(約80秒間)給水タンクから製氷皿に給水し、製氷皿から貯氷ケースに排水

点滅

タオルで吸い取らないと、ケースを取り出すときに水がこぼれます。

貯氷ケースは、柔らかいスポンジで水洗いし、水気を拭き取って取り付ける。




